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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調整値に基づいて観察対象物を撮像し、画像データを出力する内視鏡スコープと、
　前記内視鏡スコープから前記画像データを受信して、設定値に基づいて画像処理を行う
内視鏡プロセッサと、
　前記調整値と前記設定値とを含む観察設定データを記憶するファイリング装置とを備え
、
　前記ファイリング装置は、前記観察設定データを入力するために使用されるファイリン
グ入力部を備え、
　観察対象物を観察する前に、前記ファイリング装置は、前記内視鏡スコープ及び前記内
視鏡プロセッサに前記観察設定データを送信し、前記内視鏡スコープは、前記観察設定デ
ータを受信して、受信した観察設定データに基づいて観察対象物を撮像し、前記内視鏡プ
ロセッサは、前記観察設定データを受信して、受信した観察設定データに基づいて前記画
像処理を行う内視鏡システム。
【請求項２】
　調整値に基づいて観察対象物を撮像し、画像データを出力する内視鏡スコープと、
　前記内視鏡スコープから前記画像データを受信して、設定値に基づいて画像処理を行う
内視鏡プロセッサと、
　前記調整値と前記設定値とを含む観察設定データを記憶するファイリング装置とを備え
、
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　観察対象物を観察する前に、前記ファイリング装置は、前記内視鏡スコープ及び前記内
視鏡プロセッサに前記観察設定データを送信し、前記内視鏡スコープは、前記観察設定デ
ータを受信して、受信した観察設定データに基づいて観察対象物を撮像し、前記内視鏡プ
ロセッサは、前記観察設定データを受信して、受信した観察設定データに基づいて前記画
像処理を行い、
　前記観察設定データは、観察を行う日時を有し、前記ファイリング装置は、前記日時ま
での期間が所定期間となったときに、前記内視鏡スコープ及び前記内視鏡プロセッサに前
記観察設定データを送信する内視鏡システム。
【請求項３】
　前記ファイリング装置は、前記ファイリング入力部と接続される装置本体を備える請求
項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記観察設定データは、観察を行う日時、観察対象物に関する情報、又は観察を行う者
に関する情報を有する請求項１から３のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記観察設定データは、前記内視鏡プロセッサが行う画像処理において用いられ、前記
観察対象物に応じて変更される設定データである請求項１から４のいずれかに記載の内視
鏡システム。
【請求項６】
　調整値に基づいて観察対象物を撮像し、画像データを出力する内視鏡スコープと、
　前記内視鏡スコープから前記画像データを受信して、設定値に基づいて画像処理を行う
内視鏡プロセッサと、
　前記調整値と前記設定値とを含む観察設定データを記憶するファイリング装置とを備え
、
　観察対象物を観察する前に、前記ファイリング装置は、前記内視鏡スコープ及び前記内
視鏡プロセッサに前記観察設定データを送信し、前記内視鏡スコープは、前記観察設定デ
ータを受信して、受信した観察設定データに基づいて観察対象物を撮像し、前記内視鏡プ
ロセッサは、前記観察設定データを受信して、受信した観察設定データに基づいて前記画
像処理を行い、
　前記内視鏡スコープは、前記内視鏡スコープ又は前記内視鏡プロセッサを操作するため
に用いられるスコープボタンを備え、
　前記観察設定データは、前記スコープボタンに対して割り当てる機能を有し、
　前記内視鏡スコープ又は前記内視鏡プロセッサは、前記機能に割り当てられた機能に応
じて動作する内視鏡システム。
【請求項７】
　調整値に基づいて観察対象物を撮像し、画像データを出力する内視鏡スコープと、
　前記内視鏡スコープから前記画像データを受信して、設定値に基づいて画像処理を行う
内視鏡プロセッサと、
　前記調整値と前記設定値とを含む観察設定データを記憶するファイリング装置とを備え
、
　観察対象物を観察する前に、前記ファイリング装置は、前記内視鏡スコープ及び前記内
視鏡プロセッサに前記観察設定データを送信し、前記内視鏡スコープは、前記観察設定デ
ータを受信して、受信した観察設定データに基づいて観察対象物を撮像し、前記内視鏡プ
ロセッサは、前記観察設定データを受信して、受信した観察設定データに基づいて前記画
像処理を行い、
　前記内視鏡プロセッサは、前記観察設定データを入力するために使用されるプロセッサ
入力部を備え、前記観察設定データを前記ファイリング装置に送信する内視鏡システム。
【請求項８】
　前記内視鏡プロセッサは、前記観察設定データが変更された場合、変更された観察設定
データを前記ファイリング装置に送信する請求項７に記載の内視鏡システム。
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【請求項９】
　前記ファイリング装置は、変更された観察設定データを前記内視鏡プロセッサから受信
して、記憶済みの観察設定データを、変更された観察設定データに基づいて変更する請求
項７又は８に記載の内視鏡システム。

                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の体内に挿入されて内臓等の画像を撮像する内視鏡スコープと、内視鏡スコープか
ら画像を受信して画像処理する内視鏡プロセッサと、画像を管理するファイリング装置と
を備える内視鏡システムが知られている。ファイリング装置は、データベースを有する。
データベースには、患者の症状や投与薬剤等の医療情報や、内視鏡検査の医療情報が登録
され、検査後の処理を効率化する（特許文献１）。他方、内視鏡スコープは、特定の内臓
を適切に撮像できるように設計されるため、複数種存在する。複数種の内視鏡スコープを
１つの内視鏡プロセッサに接続して適切に使用できるようにするため、複数種の内視鏡ス
コープに対応した設定を登録可能にした内視鏡プロセッサが知られている（特許文献２）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１６３３５８号公報
【特許文献２】特開２００７－３１３１３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献２のように内視鏡プロセッサに設定を登録する構成では、内視鏡プロ
セッサが変わると再度設定を行わなければならず、煩雑である。また、ファイリング装置
に前述のようなデータベースを構築したとしても、内視鏡プロセッサの設定を変更するよ
うな検査前に行わなければならない処理を効率化することはできない。
【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、内視鏡スコープ及び内視鏡プロセ
ッサの設定を容易に変更可能な内視鏡システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願発明による内視鏡システムは、調整値に基づいて観察対象物を撮像し、画像データ
を出力する内視鏡スコープと、内視鏡スコープから画像データを受信して、設定値に基づ
いて画像処理を行う内視鏡プロセッサと、調整値と設定値とを含む観察設定データを記憶
するファイリング装置とを備え、観察対象物を観察する前に、ファイリング装置は、内視
鏡スコープ及び内視鏡プロセッサに観察設定データを送信し、内視鏡スコープは、観察設
定データを受信して、受信した観察設定データに基づいて観察対象物を撮像し、内視鏡プ
ロセッサは、観察設定データを受信して、受信した観察設定データに基づいて画像処理を
行うことを特徴とする。
【０００７】
　観察設定データは、観察を行う日時を有し、ファイリング装置は、日時までの期間が所
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定期間となったときに、内視鏡スコープ及び内視鏡プロセッサに観察設定データを送信す
ることが好ましい。
【０００８】
　ファイリング装置は、観察設定データを入力するために使用されるファイリング入力部
を備えることが好ましい。
【０００９】
　観察設定データは、観察を行う日時、観察対象物に関する情報、又は観察を行う者に関
する情報を有することが好ましい。
【００１０】
　観察設定データは、内視鏡プロセッサが行う画像処理において用いられ、観察対象物に
応じて変更される設定であることが好ましい。
【００１１】
　内視鏡スコープは、内視鏡スコープ又は内視鏡プロセッサを操作するために用いられる
スコープボタンを備え、観察設定データは、スコープボタンに対して割り当てる機能を有
し、内視鏡スコープ又は内視鏡プロセッサは、機能に割り当てられた機能に応じて動作す
ることが好ましい。
【００１２】
　内視鏡プロセッサは、観察設定データを入力するために使用されるプロセッサ入力部を
備え、観察設定データをファイリング装置に送信することが好ましい。
【００１３】
　内視鏡プロセッサは、観察設定データが変更された場合、変更された観察設定データを
ファイリング装置に送信することが好ましい。
【００１４】
　ファイリング装置は、変更された観察設定データを内視鏡プロセッサから受信して、記
憶済みの観察設定データを、変更された観察設定データに基づいて変更することが好まし
い。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、内視鏡スコープ及び内視鏡プロセッサの設定を容易に変更可能な内視
鏡システムを得る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本願発明による内視鏡システムを示したブロック図である。
【図２】観察設定データの一部を成す検査予約データを入力するために用いられる表示を
示した図である。
【図３】観察設定データを入力するために用いられる表示を示した図である。
【図４】予約作成処理を示したフローチャートである。
【図５】検査開始処理を示したフローチャートである。
【図６】プロセッサ受信処理を示したフローチャートである。
【図７】プロセッサ送信処理を示したフローチャートである。
【図８】ファイリング受信処理を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態による内視鏡装置１００について説明する。図１は内視鏡装
置１００を概略的に示す。内視鏡装置１００は、内視鏡スコープ１１０と、内視鏡スコー
プ１１０に接続される内視鏡プロセッサ１２０と、ＬＡＮ等のネットワークを介して内視
鏡プロセッサ１２０に接続されるファイリング装置１４０とを主に備える。
【００１８】
　内視鏡スコープ１１０は、撮像素子１１１と、アナログ信号処理回路１１２と、駆動回
路１１３と、スコープタイミングコントローラ１１４と、スコープＣＰＵ１１５と、スコ
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ープメモリ１１６と、ライトガイドファイバ１１７と、スコープボタン１１８ａ－ｃとを
主に備える。
【００１９】
　撮像素子１１１は、内視鏡スコープ１１０の先端部に格納される例えばＣＣＤであって
、患者の体内に挿入されて観察対象物を撮像する。そして、撮像した画像を画像データと
して内視鏡プロセッサ１２０に送信する。アナログ信号処理部は、撮像素子１１１からア
ナログ信号を受信してデジタル信号に変換する。駆動回路１１３は、撮像素子１１１を駆
動する。スコープタイミングコントローラ１１４は、アナログ信号処理回路１１２及び駆
動回路１１３の駆動タイミングを制御する。スコープＣＰＵ１１５は、内視鏡スコープ１
１０が備える各要素を制御することにより、内視鏡スコープ１１０を動作させる。スコー
プメモリ１１６は、内視鏡スコープ１１０のファームウェアや各種の設定情報などを記憶
する。ライトガイドファイバ１１７は、内視鏡プロセッサ１２０から受光した照明光を観
察対象物に照射する。スコープボタン１１８ａ－ｃは、ユーザ、すなわち医師により押し
下げられるスイッチであって、各々に内視鏡スコープ１１０及び内視鏡プロセッサ１２０
の機能が割り当てられる。押し下げられたスコープボタン１１８ａ－ｃは、スコープＣＰ
Ｕ１１５に信号を送信する。押し下げられたスコープボタン１１８ａ－ｃに割り当てられ
ている機能が内視鏡スコープ１１０のものである場合には、スコープＣＰＵ１１５は、押
し下げられたスコープボタン１１８ａ－ｃに応じて動作し、割り当てられている機能が内
視鏡プロセッサ１２０のものである場合には、スコープＣＰＵ１１５は内視鏡プロセッサ
１２０に信号を送信する。
【００２０】
　内視鏡スコープ１１０は、正常に動作し、かつ適切な画像データを出力するために、様
々な調整値に基づいて機能する。これらの調整値は観察設定データの一部を成す。観察設
定データはスコープメモリ１１６に記憶される。内視鏡スコープ１１０が動作するとき、
スコープＣＰＵ１１５がスコープメモリ１１６から観察設定データを適宜読み出して、観
察設定データに基づいて内視鏡スコープ１１０を動作させる。すなわち、内視鏡スコープ
１１０は、観察設定データに基づいてスコープボタン１１８ａ－ｃに各種機能を割り当て
、観察対象物を撮像し、画像データを出力する。
【００２１】
　スコープメモリ１１６は、内視鏡スコープ１１０のファームウェア、ファームウェアの
バージョン情報、内視鏡スコープ１１０の機種名、及び製造番号等を記憶する。
【００２２】
　内視鏡プロセッサ１２０は、内視鏡プロセッサ１２０の動作を制御するプロセッサＣＰ
Ｕ１２１と、観察設定データを記憶する内部記憶部１２２と、内視鏡プロセッサ１２０の
ファームウェアなどを記憶するプロセッサメモリ１２３と、光源１２４とを主に備える。
【００２３】
　プロセッサＣＰＵ１２１は、スコープＣＰＵ１１５に接続され、スコープＣＰＵ１１５
を介してスコープメモリ１１６に記憶されている情報を取得する。
【００２４】
　プロセッサメモリ１２３は、内視鏡プロセッサ１２０のファームウェア、ファームウェ
アのバージョン情報、内視鏡プロセッサ１２０の機種名、及び製造番号等を記憶する。
【００２５】
　信号処理部１２５は、アナログ信号処理回路１１２から画像データを受信して、所定の
画像処理を施し、処理済み画像を出力する。
【００２６】
　内視鏡プロセッサ１２０は、複数種の内視鏡スコープ１１０と接続可能である。複数種
の内視鏡スコープ１１０は、例えば、気管支鏡、カプセル内視鏡、大腸内視鏡、上部内視
鏡、経鼻内視鏡、及び十二指腸内視鏡等である。気管支鏡は、気管支の内側を観察する気
管支鏡検査法（Ｂｒｏｎｃｈｎｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、カプセル内視鏡は、カプセル
内視鏡検査法（Ｃａｐｓｕｌｅ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、大腸内視鏡は、大腸
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の内側を観察する大腸内視鏡検査法（Ｃｏｌｏｎｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、上部内視鏡
は、上部消化器官（食道、胃など）の内側を観察する上部内視鏡検査法（Ｕｐｐｅｒ　Ｅ
ｎｄｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、経鼻内視鏡は、耳、鼻、及び喉を観察する経鼻内視鏡検
査法（Ｅａｒ，Ｎｏｓｅ，ａｎｄ　Ｔｈｒｏａｔ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、十
二指腸内視鏡は内視鏡的逆行性胆道膵管造影法（ＥＲＣＰ）に用いられる。各検査法にお
いては、患部をより的確に医師が把握できるように、信号処理部１２５は検査法に応じて
画素強調等の画像処理を行う。また、各内視鏡は、他の内視鏡が用いられるとした検査法
にも使用可能である。この場合、信号処理部１２５は観察対象物や検査目的に応じて画素
強調等の画像処理を行う。画像処理は、例えばゲイン調整処理、ホワイトバランス調整処
理、輪郭強調処理、及び画素強調処理である。ゲイン調整処理は、画像データのゲインを
調整して、画像データの信号レベルを観察に適したレベルに調整する処理である。ホワイ
トバランス調整処理は、画像データのホワイトバランスを調整して色調を整える処理であ
る。輪郭強調処理は、被写体像、例えば患部の輪郭を強調して、患部の範囲を明確にし、
これにより患部を観察、発見しやすくする処理である。画素強調処理は、特定の波長の反
射光のみを強調する処理であり、これにより特定の波長の反射光を返す患部を見やすくす
ることができる。
【００２７】
　画像処理は、ユーザが決定する設定値や、撮像素子１１１、内視鏡スコープ１１０、及
び内視鏡プロセッサ１２０の特性に応じて決定される様々な設定値を用いて行われる。こ
れらの設定値は、観察設定データの一部を成す。
【００２８】
　プロセッサタイミングコントローラ１２７は、プロセッサＣＰＵ１２１、信号処理部１
２５、及びスコープＣＰＵ１１５に接続され、プロセッサＣＰＵ１２１の制御の下で各部
材の同期を図る。
【００２９】
　内部記憶部１２２は、観察設定データ、観察対象物に関する情報、内視鏡プロセッサ１
２０のファームウェア、ファームウェアのバージョン情報、内視鏡プロセッサ１２０の機
種名、製造番号、及び前述の画像処理において用いられる設定値を記憶する。
【００３０】
　フロントパネル１２６はプロセッサ入力部であって、画面、複数の操作ボタンを備え、
プロセッサＣＰＵ１２１に接続される。画面は、内視鏡装置１００を操作するために必要
な情報を表示する。ユーザは操作ボタンを操作して内視鏡装置１００を操作、又は観察対
象物に関する情報若しくは観察設定データを内視鏡プロセッサ１２０に入力する。観察対
象物に関する情報は、例えばユーザの名称、被験者の名称、年齢、観察対象物の名称であ
る。これらは内部記憶部１２２に記憶される。また、ユーザはフロントパネル１２６を操
作して、観察対象物や検査目的に応じて観察設定データを変更することができ、かつ観察
設定データをファイリング装置１４０に送信することもできる。
【００３１】
　光源１２４は、照明光を照射する。照明光は集光レンズ１２８及び絞り１２９を介して
ライトガイドファイバ１１７に入射する。絞り１２９はロータリシャッタから成り、照明
光の光量及び発光タイミングを調節する。絞り１２９の開度及びタイミングは、プロセッ
サＣＰＵ１２１に接続されたモータ１３０により制御される。絞り１２９の開度及びタイ
ミングは、観察設定データに含まれる。
【００３２】
　内視鏡プロセッサ１２０には、表示装置であるモニタ１５０が接続される。モニタ１５
０は、画面１５１を有する。画面１５１は、信号処理部１２５から受信した処理済み画像
、及び観察対象物に関する情報を表示する。
【００３３】
　内視鏡プロセッサ１２０は、内視鏡スコープ１１０から画像を受信し、観察設定データ
に基づいて画像処理を行い、そして、スコープボタン１１８ａ－ｃのいずれかが押し下げ
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られた旨の信号を内視鏡スコープ１１０から受信して、押し下げられたスコープボタン１
１８ａ－ｃに応じて動作する。
【００３４】
　ファイリング装置１４０は、パーソナルコンピュータである装置本体１４１と、ファイ
リングモニタ１４２と、ファイリング入力部であるキーボード及びマウス１４３とを備え
、内視鏡プロセッサ１２０とイーサネット（登録商標）を介して接続される。
【００３５】
　装置本体１４１は、ファイリングＣＰＵ１４４とファイリング記憶部１４５とを主に備
える。ファイリングＣＰＵ１４４は、プロセッサＣＰＵ１２１、ファイリング記憶部１４
５、ファイリングモニタ１４２、キーボード及びマウス１４３に接続され、装置本体１４
１の動作を制御する。ファイリング記憶部１４５は、例えばハードディスクやＳＳＤ等で
あって、観察設定データを記憶する。ファイリングモニタ１４２は、観察設定データを表
示する。キーボード及びマウス１４３は、装置本体１４１を操作するために用いられると
ともに、記憶されている観察設定データを変更するために用いられる。なお、観察設定デ
ータのうちの一部は、医師が自由に変更することができ、医師ごとに記憶させることがで
きる。
【００３６】
　次に図２を用いて、観察設定データの一部を成す検査予約データを入力する処理、言い
換えると検査予約を作成する予約作成処理について説明する。図２は、ファイリングモニ
タ１４２に表示される検査予約ウィンドウ２００である。ユーザがキーボード及びマウス
１４３を用いて所定の操作を行うと、装置本体１４１は、検査予約データを入力する動作
モードに入る。そして、ファイリングモニタ１４２に検査予約ウィンドウ２００を表示す
る。検査予約ウィンドウ２００は、横軸方向に複数の検査室、縦軸方向に検査日時を並べ
て成る表を表示する。所望の検査室と検査日時とが交差するセルをユーザがクリックする
と、患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０が表示される。
【００３７】
　患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０は、観察を行う医師の氏名を入力する担当医
入力ボックス２１１と、患者の氏名を入力する患者氏名入力ボックス２１２と、患者の性
別を入力する患者性別選択ボックス２１３と、患者の誕生日を入力する患者誕生日ボック
ス２１４と、内視鏡検査法を選択する検査法選択ボックス２１５と、その他の情報を入力
するコメントボックス２１６と、これらのボックスに入力された情報を装置本体１４１に
記憶させるＡｄｄボタン２１７と、これらのボックスに入力された情報を消去するＣａｎ
ｃｅｌボタン２１８とを備える。患者性別選択ボックス２１３は、男性及び女性の選択肢
を有する。検査法選択ボックス２１５は、複数の選択肢を有する。複数の選択肢は、例え
ば、ＢＲＯ、ＣＡＰ、ＣＯＬ、ＥＧＤ、ＥＮＴ、及びＥＲＣである。ＢＲＯは気管支鏡検
査法（Ｂｒｏｎｃｈｎｏｓｃｏｐｙ）に対応し、ＣＡＰはカプセル内視鏡検査法（Ｃａｐ
ｓｕｌｅ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ）に対応し、ＣＯＬは大腸内視鏡検査法（Ｃｏｌｏｎｏｓ
ｃｏｐｙ）に対応し、ＥＧＤは上部内視鏡検査法（Ｕｐｐｅｒ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ）に
対応し、ＥＮＴは経鼻内視鏡検査法（Ｅａｒ，Ｎｏｓｅ，ａｎｄ　Ｔｈｒｏａｔ　Ｅｎｄ
ｏｓｃｏｐｙ）に対応し、そしてＥＲＣは内視鏡的逆行性胆道膵管造影法（ＥＲＣＰ）に
対応する。ユーザが各ダイアログに情報を入力してＡｄｄボタン２１７をクリックすると
、ユーザがクリックした検査室及び検査日時と共に、患者情報・検査種別入力ダイアログ
２１０に入力された情報をファイリング記憶部１４５が記憶する。ユーザがクリックした
検査室及び検査日時、及び患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０に入力された情報は
、検査予約データであって、観察設定データに含まれる。
【００３８】
　次に図３を用いて、観察設定データのうち、医師ごとに記憶されているものを変更する
処理について説明する。図３は、ファイリングモニタ１４２に表示される医師データ変更
ウィンドウ３０である。ユーザがキーボード及びマウス１４３を用いて所定の操作を行う
と、装置本体１４１は、観察設定データを入力する動作モードに入る。そして、ファイリ
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ングモニタ１４２に医師データ変更ウィンドウ３０を表示する。医師データ変更ウィンド
ウ３０は、医師選択ペイン３１、検査法選択ペイン３２、プロファイル変更ペイン３３、
設定値選択ボックス３４、及び入力確定ボタン３５から成る。
【００３９】
　医師選択ペイン３１は、登録済みの医師の氏名を表示する。ユーザは、キーボード及び
マウス１４３を用いて、登録済みの医師の中から、所望の氏名を選択する。医師選択ペイ
ン３１に所望の氏名が存在しない場合、氏名登録ボタン３６を選択して、所望の氏名を新
たに登録することも可能である。
【００４０】
　検査法選択ペイン３２は、複数の検査法を表示する。複数の検査法は、例えば、ＢＲＯ
、ＣＡＰ、ＣＯＬ、ＥＧＤ、ＥＮＴ、及びＥＲＣである。ユーザは、キーボード及びマウ
ス１４３を用いて、登録済みの検査法の中から、所望の検査法を選択する。検査法選択ペ
イン３２に所望の検査法が存在しない場合、検査法登録ボタン３７を選択して、所望の検
査法を新たに登録することも可能である。
【００４１】
　プロファイル変更ペイン３３は、検査法選択ペイン３２において選択された検査法が有
する各種設定値を表示する。設定値選択ボックス３４は、各種設定値が取り得る値を表示
する。入力確定ボタン３５は、キーボード及びマウス１４３によりクリックされるボタン
である。内視鏡プロセッサ１２０は、観察対象物ごとに最適化された画像処理を行う機能
であるｉ－ｓｃａｎ　ＴＥ機能を有する。ｉ－ｓｃａｎ　ＴＥ機能に対応する設定値は、
検査法選択ペイン３２に表示されている「ＴＥ」であり、この設定値が取り得る値は「ｏ
ｆｆ」、「ｅ」、「ｇ」、「ｃ」などである。内視鏡プロセッサ１２０は、値「ｏｆｆ」
が選択されたとき、ｉ－ｓｃａｎ　ＴＥ機能を使用しないで観察を行い、値「ｅ」が選択
されたとき食道に最適化された画像処理を行い、値「ｇ」が選択されたとき胃に最適化さ
れた画像処理を行い、値「ｃ」が選択されたとき大腸に最適化された画像処理を行う。他
方、内視鏡プロセッサ１２０は、スコープボタン１１８ａ－ｃに割り当てる機能を観察対
象物に応じて変更する。大腸内視鏡検査法では、スコープボタン１１８ａにツインモード
機能を割り当て、内視鏡的逆行性胆道膵管造影法では、スコープボタン１１８ａにストッ
プウォッチ機能を割り当てることができる。ツインモード機能は、特殊な画像処理を施さ
ない通常の画像と、ｉ－ｓｃａｎ　ＴＥ機能により処理された画像とを同時に画面１５１
に表示する機能である。スコープボタン１１８ａにツインモード機能が割り当てられてい
るときに、ユーザがスコープボタン１１８ａを押し下げると、特殊な画像処理を施さない
通常の画像と、ｉ－ｓｃａｎ　ＴＥ機能により処理された画像とが同時に画面１５１に表
示される。この状態において再度ユーザがスコープボタン１１８ａを押し下げると、特殊
な画像処理を施さない通常の画像のみが画面１５１に表示される。スコープボタン１１８
ａにストップウォッチ機能が割り当てられているときに、ユーザがスコープボタン１１８
ａを押し下げると、押し下げた瞬間からの経過時間が画面１５１に表示される。この状態
において再度ユーザがスコープボタン１１８ａを押し下げると、前回押し下げた瞬間から
今回押し下げた瞬間までの経過時間が画面１５１に表示される。その他の設定値として、
赤色の強調度、青色の強調度、輝度レベル、及びノイズリダクションのオンオフがある。
また、スコープボタン１１８ａ－ｃに割り当てる機能として、画像一時停止機能（Ｆｒｅ
ｅｚｅ）及びノイズリダクションのオンオフがある。
【００４２】
　医師ごとに記憶されている観察設定データを変更する処理について説明する。ユーザが
医師選択ペイン３１から所望の氏名を選択すると、検査法選択ペイン３２に検査法が表示
される。表示された検査法の中から所望の検査法を選択すると、プロファイル変更ペイン
３３に、選択された氏名及び検査法に対応する設定値が表示される。ユーザがキーボード
及びマウス１４３を用いて、表示されている設定値の中から所望の設定値を選択すると、
設定値選択ボックス３４は、選択された設定値が取り得る値を表示する。ユーザは、キー
ボード及びマウス１４３を用いて、表示されている値の中から所望の値を選択し、入力確
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定ボタン３５をクリックする。入力確定ボタン３５がクリックされると、ファイリングＣ
ＰＵ１４４は、プロファイル変更ペイン３３に表示されている設定値をファイリング記憶
部１４５に記憶させる。前述のように、信号処理部１２５は各検査法に適した画像処理を
行っている。観察時においては、この設定値に基づいて信号処理部１２５が画像処理を行
う。これより、医師の嗜好に合わせた処理済み画像を画面１５１に表示できる。
【００４３】
　次に図４を用いて予約作成処理について説明する。予約作成処理は、ファイリングＣＰ
Ｕ１４４によって実行される処理であって、ユーザがキーボード及びマウス１４３を用い
て所定の操作を行ったときに実行される。
【００４４】
　始めのステップＳ４１では、ファイリングＣＰＵ１４４がファイリングモニタ１４２に
検査予約ウィンドウ２００を表示し、ユーザが検査予約ウィンドウ２００を参照しながら
所望の検査室と検査日時とを入力する。すなわち、ユーザがキーボード及びマウス１４３
を用いて、所望の検査室と検査日時とが交差するセルをクリックする。
【００４５】
　次のステップＳ４２では、ファイリングＣＰＵ１４４がファイリングモニタ１４２に患
者情報・検査種別入力ダイアログ２１０を表示する。ユーザは、患者情報・検査種別入力
ダイアログ２１０を参照しながら所望の医師の氏名を入力する。
【００４６】
　次のステップＳ４３では、ユーザは、患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０を参照
しながら、患者の氏名、性別、及び誕生日を入力する。
【００４７】
　次のステップＳ４４では、ユーザは、検査法選択ボックス２１５を参照しながら、所望
の検査法を選択する。
【００４８】
　次のステップＳ４５では、ユーザは、コメントボックス２１６にその他の情報を記入し
、ａｄｄボタン２１７をクリックする。そして、ファイリングＣＰＵ１４４は、担当医入
力ボックス２１１、患者氏名入力ボックス２１２、患者性別選択ボックス２１３、患者誕
生日ボックス２１４、検査法選択ボックス２１５、及びコメントボックス２１６に入力さ
れた情報を装置本体１４１に記憶させる。そして処理が終了する。
【００４９】
　次に図５を用いて検査開始処理について説明する。検査開始処理はファイリングＣＰＵ
１４４によって実行される処理であって、観察を行う日時までの期間が所定期間となった
とき、すなわち検査日時までの残り時間が所定期間となったときに自動的に実行される。
【００５０】
　始めのステップＳ５０では、検査を行う前に実行される公知の処理が行われる。すなわ
ち、患者ごとにフォルダを作成し、画像を保存する準備を行う等の処理を実行する。
【００５１】
　次のステップＳ５１では、ファイリング装置１４０が検査ごとに観察設定データを内視
鏡プロセッサ１２０に送信するか否かを判断する。検査ごとに観察設定データを送信する
場合、処理はステップＳ５２に進み、そうでない場合、処理は終了する。ステップＳ５１
を設けることにより、内視鏡プロセッサ１２０及び内視鏡スコープ１１０が現在記憶して
いる観察設定データを用いて検査を行うことができる。
【００５２】
　ステップＳ５２では、検査法がＢＲＯであるか否かを判断する。ＢＲＯである場合、処
理はステップＳ５３に進み、そうでない場合、処理はステップＳ５７に進む。
【００５３】
　ステップＳ５３では、使用者、すなわち担当医がＡであるか否かを判断する。Ａである
場合、処理はステップＳ５４に進み、そうでない場合、処理はステップＳ５５に進む。
【００５４】
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　ステップＳ５４では、担当医がＡであり、かつ検査法がＢＲＯである場合の観察設定デ
ータを内視鏡プロセッサ１２０に送信する。そして処理は終了する。ここで、ステップＳ
５４においてファイリング装置１４０が内視鏡プロセッサ１２０に送信する観察設定デー
タの一例を示す。
０ｘ０４，０ｘ３０，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３１，０ｘ０２，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４１，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４２，０ｘ０２，ＸＯＲ
ここで、１行目行頭の「０ｘ０４」は、１コマンドのバイト数を示す。ここでは、４バイ
トである。行頭から２番目の「０ｘ３０」は、画像処理において赤色を強調する設定値を
変更することを意味し、その後に続く「０ｘ０１」は、赤色を１段階強調する意味を持つ
。そして、最後の「ＸＯＲ」はチェックデジットである。以下、いずれの行においても、
行頭の「０ｘ０４」及び行末の「ＸＯＲ」は同様の意味であるため、説明を省略する。２
行目の「０ｘ３１」は、画像処理において青色を強調する設定値を変更することを意味し
、その後に続く「０ｘ０２」は、青色を２段階強調する意味を持つ。３行目の「０ｘ４１
」は、スコープボタン１１８ａに割り当てられている機能を変更することを意味し、その
後に続く「０ｘ０１」は、スコープボタン１１８ａにフリーズ機能を割り当てる意味を持
つ。４行目の「０ｘ４２」は、スコープボタン１１８ｂに割り当てられている機能を変更
することを意味し、その後に続く「０ｘ０２」は、スコープボタン１１８ｂにストップウ
ォッチ機能を割り当てる意味を持つ。
【００５５】
　他方、ステップＳ５５では、使用者、すなわち担当医がＢであるか否かを判断する。Ｂ
である場合、処理はステップＳ５６に進み、担当医がＢであり、かつ検査法がＢＲＯであ
る場合の観察設定データを内視鏡プロセッサ１２０に送信する。そして処理は終了する。
ここで、ステップＳ５５においてファイリング装置１４０が内視鏡プロセッサ１２０に送
信する観察設定データの一例を示す。
０ｘ０４，０ｘ３０，０ｘ０２，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３１，０ｘ０３，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４１，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４２，０ｘ０３，ＸＯＲ
ここで、１行目の「０ｘ３０」は、画像処理において赤色を強調する設定値を変更するこ
とを意味し、それらの後に続く「０ｘ０２」は、赤色を２段階強調する意味を持つ。２行
目の「０ｘ３１」は、画像処理において青色を強調する設定値を変更することを意味し、
その後に続く「０ｘ０３」は、青色を３段階強調する意味を持つ。３行目の「０ｘ４１」
は、スコープボタン１１８ａに割り当てられている機能を変更することを意味し、その後
に続く「０ｘ０１」は、スコープボタン１１８ａにフリーズ機能を割り当てる意味を持つ
。４行目の「０ｘ４２」は、スコープボタン１１８ｂに割り当てられている機能を変更す
ることを意味し、その後に続く「０ｘ０３」は、スコープボタン１１８ｂにツインモード
機能を割り当てる意味を持つ。
【００５６】
　なお、ステップＳ５３及びＳ５５では、担当医がＡであるかあるいはＢであるかという
判断ブロックのみ図示したが、ファイリング装置１４０に担当医が複数記憶されている場
合には、担当医の数だけ判断ブロックが追加される。
【００５７】
　ステップＳ５７では、検査法がＣＯＬであるか否かを判断する。ＣＯＬである場合、処
理はステップＳ５８に進む。ステップＳ５８では、ステップＳ５３及びＳ５５と同様に担
当医について判断する。そして、ステップＳ５９において、対応する担当医のＣＯＬに関
する観察設定データを内視鏡プロセッサ１２０に送信する。そして処理は終了する。検査
法がＣＯＬである場合に関しては、担当医がＡであるか否かという判断ブロックのみ図示
したが、ファイリング装置１４０に担当医が複数記憶されている場合には、担当医の数だ
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け判断ブロックが追加される。
【００５８】
　ステップＳ５２及びＳ５７では、検査法がＢＲＯであるかあるいはＣＯＬであるかとい
う判断ブロックのみ図示したが、ファイリング装置１４０に検査法が複数記憶されている
場合には、検査法の数だけ判断ブロックが追加される。
【００５９】
　次に図６を用いてプロセッサ受信処理について説明する。プロセッサ受信処理はプロセ
ッサＣＰＵ１２１によって実行される処理であって、一定期間毎に繰り返し実行される。
【００６０】
　ステップＳ６２では、ファイリング装置１４０から観察設定データを受信したか否かを
判断する。受信した場合、処理はステップＳ６３に進み、受信していない場合には処理は
ステップＳ６１からＳ６６を繰り返し実行する。
【００６１】
　ステップＳ６３では、受信した観察設定データに応じて、内視鏡プロセッサ１２０にお
ける設定値を変更する。検査開始処理のステップＳ５５においてファイリング装置１４０
が内視鏡プロセッサ１２０に送信した観察設定データを用いて設定値を変更する処理につ
いて説明する。内視鏡プロセッサ１２０が受信した観察設定データは以下の通りである。
０ｘ０４，０ｘ３０，０ｘ０２，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３１，０ｘ０３，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４１，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４２，０ｘ０３，ＸＯＲ
プロセッサＣＰＵ１２１は、１行目の「０ｘ０４，０ｘ３０，０ｘ０２，ＸＯＲ」に応じ
て、画像処理において赤色を２段階強調し、２行目の「０ｘ０４，０ｘ３１，０ｘ０３，
ＸＯＲ」に応じて、画像処理において青色を３段階強調する。また、３行目の「０ｘ０４
，０ｘ４１，０ｘ０１，ＸＯＲ」に応じて、スコープボタン１１８ａにフリーズ機能を割
り当て、４行目の「０ｘ０４，０ｘ４２，０ｘ０３，ＸＯＲ」に応じて、スコープボタン
１１８ｂにツインモード機能を割り当てる。
【００６２】
　次のステップＳ６４では、内視鏡プロセッサ１２０に内視鏡スコープ１１０が接続され
ているか否かを判断する。内視鏡スコープ１１０が接続されている場合には、処理はステ
ップＳ６５に進み、接続されていない場合には、処理はステップＳ６６に進む。
【００６３】
　ステップＳ６５では、内視鏡プロセッサ１２０が内視鏡スコープ１１０に観察設定デー
タを送信する。そして、内視鏡スコープ１１０は、受信した観察設定データに応じて、内
視鏡スコープ１１０における調整値などを変更する。そして処理が終了する。ここで、フ
ァイリング装置１４０が内視鏡プロセッサ１２０に以下のような観察設定データ送信した
とする。
０ｘ０４，０ｘＡ０，０ｘ０１，ＸＯＲ
ここで、「０ｘＡ０」は、内視鏡スコープ１１０における輪郭強調処理に関するデータで
あることを意味し、「０ｘ０１」は、輪郭強調処理の強調レベルを下げることを意味する
。そこで、スコープＣＰＵ１１５は、この観察設定データに応じて、輪郭強調処理の強調
レベルを下げる。
【００６４】
　次に図７を用いてプロセッサ送信処理について説明する。プロセッサ送信処理は、プロ
セッサＣＰＵ１２１によって実行される処理である。
【００６５】
　始めのステップＳ７１では、ユーザがフロントパネル１２６を操作して、観察設定デー
タをファイリング装置１４０に送信する命令を内視鏡プロセッサ１２０に入力したか否か
を判断する。入力した場合、処理はステップＳ７２に進み、入力していない場合、処理は
終了する。
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【００６６】
　ステップＳ７２では、内視鏡プロセッサ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０
の種類を判断する。
【００６７】
　次のステップＳ７３では、現在内視鏡プロセッサが使用している観察設定データと、内
視鏡スコープ１１０の種類とをファイリング装置１４０に送信する。そして処理が終了す
る。ここで、気管支鏡検査（ＢＲＯ）を行っている内視鏡プロセッサ１２０がファイリン
グ装置１４０に送信した観察設定データの一例を示す。
０ｘ０４，０ｘＤＤ，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３０，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３１，０ｘ０２，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４１，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４２，０ｘ０２，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘＤＤ，０ｘ０２，ＸＯＲ
ここで、２－５行目のデータ列は、検査開始処理のステップＳ５５においてファイリング
装置１４０が内視鏡プロセッサ１２０に送信する気管支鏡検査に関する観察設定データと
同じであるため、説明を省略する。１行目の「０ｘＤＤ」は、気管支鏡に関するデータで
あることを示し、「０ｘ０１」は、現在の行から観察設定データが始まることを示す。６
行目の「０ｘＤＤ」は、気管支鏡に関するデータであることを示し、「０ｘ０２」は、現
在の行で観察設定データが終了することを示す。
【００６８】
　次に図８を用いてファイリング受信処理について説明する。ファイリング受信処理は、
はファイリングＣＰＵ１４４によって実行される処理であって、一定期間毎に繰り返し実
行される。
【００６９】
　ステップＳ８２では、内視鏡プロセッサ１２０から観察設定データを受信したか否かを
判断する。受信した場合、処理はステップＳ８３に進み、受信していない場合には処理は
ステップＳ８１からＳ８４を繰り返し実行する。
【００７０】
　次のステップＳ８３では、受信した観察設定データに基づいて、現在ファイリング装置
に記憶されている観察設定データを変更する。そして処理が終了する。ここで、気管支鏡
検査（ＢＲＯ）を行っている内視鏡プロセッサ１２０がファイリング装置１４０に送信し
た観察設定データの一例を示す。
０ｘ０４，０ｘＤＤ，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３０，０ｘ０２，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ３１，０ｘ０３，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４１，０ｘ０１，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘ４２，０ｘ０３，ＸＯＲ
０ｘ０４，０ｘＤＤ，０ｘ０２，ＸＯＲ
ここで、各行のデータ列は、プロセッサ送信処理のステップＳ７３においてファイリング
装置１４０が内視鏡プロセッサ１２０に送信する気管支鏡検査に関する観察設定データと
同じであるため、説明を省略する。１行目の「０ｘＤＤ，０ｘ０１」に基づいて、ファイ
リングＣＰＵ１４４は、気管支鏡に関するデータが始まると認知する。２行目の「０ｘ３
０，０ｘ０２」に基づいて、画像処理において赤色を２段階強調するように設定値を変更
し、３行目の「０ｘ３１，０ｘ０３」に基づいて、画像処理において青色を３段階強調す
るように設定値を変更する。また、４行目の「０ｘ４１，０ｘ０１」に基づいて、スコー
プボタン１１８ａにフリーズ機能を割り当て、５行目の「０ｘ４２，０ｘ０３」に基づい
て、スコープボタン１１８ｂにツインモード機能を割り当てる。そして、６行目の「０ｘ
ＤＤ，０ｘ０２」は、現在の行で観察設定データが終了したことを認知する。
【００７１】
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　本実施形態によれば、検査に最適な設定に内視鏡プロセッサ１２０及び内視鏡スコープ
１１０が自動的に設定される。これにより、内視鏡プロセッサ１２０及び内視鏡スコープ
１１０の設定を検査前にユーザが行う手間を省くことができる。さらに、設定が自動的に
行われるため、設定ミスや設定漏れといった人為的ミスを防ぐことができる。
【００７２】
　また、内視鏡プロセッサ１２０及び内視鏡スコープ１１０をユーザが希望する設定に自
動的に変更できる。
【００７３】
　本実施形態による構成を用いて、ファイリング装置１４０において変更された設定を、
複数の内視鏡プロセッサ１２０及び複数の内視鏡スコープ１１０に送信可能な構成とする
こともできる。これにより、一度ファイリング装置１４０において設定を変更すれば、検
査前に複数の内視鏡プロセッサ１２０及び複数の内視鏡スコープ１１０に設定が送信され
るため、ユーザが内視鏡プロセッサ１２０及び内視鏡スコープ１１０を変更しても、再度
設定する必要がない。
【００７４】
　また、内視鏡プロセッサ１２０において変更された観察設定データがファイリング装置
１４０に送信されるため、ユーザが内視鏡プロセッサ１２０に入力した観察設定データを
、ファイリング装置１４０に再度入力する必要がない。
【００７５】
　さらに、観察対象物ごとに観察設定データをファイリング装置１４０に記憶させること
もできる。経鼻内視鏡のように耳、鼻、及び喉に使用される内視鏡において、耳、鼻、及
び喉ごとに観察設定データをファイリング装置１４０に記憶させれば、接続された内視鏡
スコープ１１０に拠らず、観察対象物に対して最適な設定を用いて検査を行うことができ
る。
【００７６】
　また、何らかの理由により内視鏡プロセッサ１２０が内視鏡スコープ１１０の種別を取
得できない場合であっても、ファイリング装置１４０から観察設定データを取得して、観
察対象物に対して最適な設定を用いて検査を行うことができる。
【００７７】
　なお、観察設定データに含まれるとした情報は例示であって、これ以外の情報を含んで
もよい。
【００７８】
　また、前述したスコープボタン１１８ａ、１１８ｂに割り当てる機能は、一例であって
、他の機能を割り当てても良い。
【００７９】
　なお、内視鏡プロセッサ１２０とファイリング装置１４０は、ＬＡＮ等のネットワーク
でなく、ＲＳ２３２Ｃ等のシリアル接続や、パラレル接続により接続されてもよい。
【００８０】
　また、装置本体１４１は、パーソナルコンピュータでなくてもよい。
【符号の説明】
【００８１】
　１００　内視鏡装置
　１１０　内視鏡スコープ
　１１１　撮像素子
　１１２　アナログ信号処理回路
　１１３　駆動回路
　１１４　スコープタイミングコントローラ
　１１５　スコープＣＰＵ
　１１６　スコープメモリ
　１１７　ライトガイドファイバ
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　１１８ａ　スコープボタン
　１１８ｂ　スコープボタン
　１１８ｃ　スコープボタン
　１２０　内視鏡プロセッサ
　１２１　プロセッサＣＰＵ
　１２２　内部記憶部
　１２３　プロセッサメモリ
　１２４　光源
　１２５　信号処理部
　１２６　フロントパネル
　１２７　プロセッサタイミングコントローラ
　１２８　集光レンズ
　１３０　モータ
　１４０　ファイリング装置
　１４１　装置本体
　１４２　ファイリングモニタ
　１４３　マウス
　１４４　ファイリングＣＰＵ
　１４５　ファイリング記憶部
　１５０　モニタ
　１５１　画面

【図１】 【図２】
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